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地域内での最近のトピックスを紹介します 

11.16 今年度の地籍調査境界立ち合いが始まりました  －上切の「井上」ほかで－ 

今年度で実施 4 年目を迎える地籍調査の境界立ち合いが始ま

りました。今年度の対象区域は、上本郷の「笠屋敷」と上切の「井

上」「流レ」「月元」「西切」「吉元」「南岡下」の 7字約 17haで、

「井上」を除けばほとんどが平地となっています。 

地権者・隣接者の皆さまには寒いなかですがご協力をお願いし

ます。 

 

 

    

12.1 交通要所のカラー舗装化が実現しました   －小学校南の２か所で－ 

伊深では初めてとなる交通要所のカラー舗装化がこのほど実現

しました。対象となったのは小学生たちが多く通う交流センター

南側の二つの交差点で、目にも鮮やかな赤色で彩色されています。 

 これは市に対する前年度の自治会要望のひとつとして挙げられ

ていたもので、このほかに県道の保育園西側の横断歩道のところ

も今年度中にカラー化されることが本決まりになったそうです。 

 

    

伊深 

まちづくり協議会 

だより 

新年あけましておめでとうございます  

本年もよろしくお願い申し上げます    

平成 28 年 元旦           

伊深まちづくり協議会 委員一同 
 

地域の 
トピックス 
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協議会内で個別テーマに取り組んでいる活動グループの最近の動きを紹介します。 

                                    （代表者の敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

12.5 ほくぶ保育園で生活発表会が行われました  ―大きな声で発表できたかな― 

ほくぶ保育園で生活発表会が行わ

れ、劇や合奏、歌などで園児たちの練

習の成果が発揮されました。 

前半は各組の劇が披露されたあと、

後半は楽器を使った楽器遊びや合奏の

発表があり、最後は全園児による「ク

リスマスの歌とやまびこごっこ」がホ

ールに響きわたり、園児たちと参観者

たちがひとつにつながる発表会となり

ました。 

   

  

   

■各活動グループ 

の動き 

小学校稲作体験支援グループ      代表： 篠田 洋 

12.15（火）、伊深小５年生が五平餅づくりを行いました 

 伊深小では５年生が９月に刈り取ったコシヒカリの収穫祭として「五平餅づくり」に取

り組みました。「れんげ会」の皆さんの協力で行ったもので、約５升のコシヒカリを炊き、 

保育園畑作体験支援グループ      代表： 大矢 伸司 

12.18（金）、ほくぶ保育園児がいちご苗の植え付けと里芋堀りを行いました 

 保育園ではいちご苗の植え付けと里芋の掘り取りを行いました。いちごはあらかじめあ

けてあった植穴に苗を植え、「しっかり押さえてね」と言われたとおり植えて行きました。 

苗は約 100株あり、来年春の収穫

が楽しみです。里芋は今年初めて

福田好博さんにお世話をいただい

て収穫したもので、園児たちは泥

まみれになりながらもスコップで

掘る作業や子芋をはずす作業に夢

中でした。   

  

すりこぎで半練り、約 70gずつの団

子状に丸めてホットプレートとフラ

イパンの上で焼いたあと、特製のタ

レをつけて完成。「あいさつうさ

ぎ」のパックにつめて全校児童と先

生に配りました。児童たちは自分た

ちで作った香ばしい五平餅の味を堪

能していました。 
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◆ 参加者募集!! ◆ 

 １月に以下の地域活動（イベント）が行われます。お気軽に参加してみませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『外遊びプロジェクト ～ 伊深の野山を遊びつくそう ～』 

  第１弾   

 

 

 

 

 

 

 

●主 催： 伊深まちづくり協議会     【雨天決行】 

●と き： １月 30日（土）   9:00～12:00 （受付開始 8:45） 

●ところ： 伊深交流センター 

●参加資格： 小学生程度の親子どなたでも 【定員 30組】 

●参加料： 材料１セットあたり ¥300 

●持ち物： 必要な材料・道具は用意します。  
●服 装： 防寒具をご用意ください。 

●参加申込期間： 1月 11日（月）～27日（水）まで伊深交流センター（📞29-1395）へ。 

●その他： 凧あげのあと、「ぜんざい」のふるまいがあります。 

 

 

  

  

“ 親子でたこつくり ＋ たこあげ ” 

 

 

平成 27年度 伊深町生涯学習講座 

 

 

 

 

 

 

 

 

●と き： 1月 23日（土） 9:00～12:00      ※少雨決行 

●集 合： 8:50までに伊深交流センター前へ 

●コース： 交流センター ～ 高倉神社（上本郷）～ 白山神社（北野地原）～ 稲荷神

社（南野地原）～ 神明神社（糠洞）～ 交流センター 

          ※コースは変更することがあります。 

●服 装： 歩きやすい服装と履き慣れた靴    

●持ち物： 飲み物 

●参加申し込み：伊深交流センターへ（📞29-1395）   1月 15日（金）までに 

●参加費： 無料 ただし、町外の方は保険料 100円をいただきます。 

●その他：   到着後、「けんちん汁」のふるまいがあります。 

初もうで・伊深の神社巡り 

伊深には 9つの神社があり、地域の方々の氏神様として祀られています。まちづく

り協議会により「標柱」も建てられました。 

昨年はこのうち５つの神社を巡りました。今回はそのほかの４つの神社を巡りま

す。 

平和で楽しい年への願い事をしながら、一緒に歩きませんか。地域を知る良い機会

にもなります。大勢のご参加をお待ちしています。 

伊深には外遊びに適した野原、川、山などのフィールドがたくさんあります。この

環境を生かし、思いっきり遊んでもらうための連続企画を計画しました。第１弾は、

「伊深沖でたこあげ」。親子でつくり、そのあと田んぼでたこをあげます。外で遊ぶこ

とが少なくなった今、この機会にぜひご参加ください。 
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12 月の定例会では主に下記のことを協議・

検討しました。 

 

■ 報告： 

伊深小稲作体験支援グループ 12/15 に行った

収穫祭「五平餅づくり」について。（記事あり） 

保育園畑作体験支援グループ 12/18 に行った

「いちご苗植え付け・里芋掘り」について。（記

事あり） 

里山活動グループ 2016.3.6（日）に桜並木の天

狗巣除去・せん定を行う予定。 

生涯学習審議委員 2016.1.23（土）に「初詣で

伊深の神社巡り」を行うので多数参加されたい。

（案内あり） 

社協 11/30に「ふれあいの集い」を市福祉会館

で行い、60名以上の参加があった。 

あじさい会 11/18に給食サービス、11/25にげ

んこつづくり、12/9に伊深小伊深っ子クラブで

鬼まんづくりを行った。 

視聴覚 12/5 にクリスマス映画会を行った。 

 

交通安全 伊深小南側でカラー舗装が実現し、

県道の保育園西も県で実施が決まった。 

伊深小 PTA 2016.1.16 に宮川彬良さん・大谷

よしみさんをお迎えしてのふれあいコンサー

トがあるので多数参加してほしい。 

その他 今後の活動の参考にするため、12/19

に山県市北山へ「田舎料理教室」の視察に有

志で出かけた。 

 

■ 協議事項： 

○「2016.1.30 凧あげ」実施について 

≫発案者から実施の詳細が提案され、1/30（土）

に実施することが決まった。（案内あり） 

○「2016.2.21 地区外研修」実施について 

≫恵那市三郷地区へ研修を行うことが決まっ

た。 

○「2016.3.13 ロケットストーブづくり」実施

について 

≫災害対応などに利用できる「ロケットストー

ブづくり」の実演を行うことが決まった。 

 

第 14回    星宮神社のじょりぬぎ場  （大洞） 

                          ………………………………………………………………………… 

 

 

位置（大洞） 

 

「じょりぬぎ場」とは、『神社へ神様が降臨されるときに

足を洗われる場所（井戸）』で「神社の西方 100m ほどの

ところにある」と伊深の歴史を研究された方から説明され

ています。そして伊深で「じょりぬぎ場」とされているの

は、「諏訪神社」とこの星宮神社のものだけです。神社に付

随するものであれば神社の所有であってもおかしくありま

せんが、ここは字仲田の民地の田んぼのなかにあります。 

しかし、この言われはネットで調べる限り養老町の神社

１か所を除いて例が見られず、伊深独自のものなのかもし

れません。その養老町の例も、参詣者が足を清めるための

ものであったらしく、少し目的が異なっています。 

本当に伊深独自の言われであれば、なぜ伊深だけでそう

したことが伝承されてきたのか、不思議な気がします。 

 諏訪神社の方は耕地整理の関係で泉がなくなっている

そうですが、こちらは昔のままの姿でひっそりと時を過

ごしています。 

 

■ 協議会の動き 

１２月定例会のあらまし 

伊深まちづくり協議会だより  第３４号               事務局   美濃加茂市伊深町 909 伊深交流センター内 

２０１６．１．１発行                                                   電話 0574-29-1395 

発行責任者  伊深まちづくり協議会 会長 小林 喜典     ※ ご意見・お問い合わせもこちらまで 

伊深の名所・旧跡 
紹介シリーズ 


